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  本学位論文は 4章からなっている。 
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トルでは，279 nm に強い吸収が，316 nm に弱い吸収が観測された。蛍光極大波長
は 536 nm であり，17,200 cm-1の大きなストークスシフトが算出された。TD-DFT
計算から，強い短波長吸収はボラフルオレンの π 軌道から非局在化したボラフル





intramolecular charge transfer(BICT)遷移に起因することを明らかにした。 




















 第 2 章については，転位反応についての，詳細な実験条件等について質疑応答
がおこなわれた。 
 第 3 章については，合成した新規化合物の理論計算および励起状態での構造変
化について，および詳細な実験条件等について質疑応答がおこなわれた。 
 第 4 章については，合成した新規化合物の安定性，および新規化合物の蛍光発
光に関する詳細（溶媒効果，発光強度の変化，輻射失活の速度変化等）について
質疑応答がおこなわれた。 
 全体の論文構成については，2〜4 章の順序を入れ替えた方が，研究の流れがよ
りわかりやすくなるのではないかという意見があった。 
 質疑応答に関しては，本申請者はいずれに対しても研究結果に基づいた明確な
受け答えが出来ていた。 
 論文内容の修正意見に関しては，小委員会後，申請者が詳細な検討をおこない，
必要部分の修正をおこなった。修正部分に対して，委員が再度査読をおこない，
修正内容が適切であるとの評価を受けた。 
 よって，本審査小委員会は全会一致をもって提出論文が博士（理工学）の学位
に値するという結論に達した。 
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